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肺結 核 症 二於 ケ ル結核 「ア レル ギ 一」ノ意義

第四篇 家兎血行性結核感染實験

(昭和17年11月10日 受領)
縛

北海道帝國大學醫學部病理學教室

激 授 武 田 勝 男

騰 授 新 保 幸 太 郎

第一章 絡 言

人燈 ノ血行性結核 ノ蔓延ハ殆 ンドニ次的二嚢生

スル現象デアリ、其 ノ限 リニ於 テ個燈 ノ第一次

感染二依ルAllergie性 憂調 ノ存在 ノ影響 ヲ度

外覗スルコトハ出來ナイ。

實験的ニハ生禮 え血行性初感染 デハ肺其 ノ他 ノ

増殖性病鍵 が慢性 二始 マル事ハ先二述ベタガ血

行性再感染 二於 テハ結節ハ肺 ヲ中心 トシテ早期

二多量嚢現 シ氣道内再感染 ト著 シク其 ノ趣 ヲ異

ニスル。此 ノ事實ハ己二諸先輩 ノ研究 二依 ツテ

明カナ所デアルガコノ事實 ト人鶴 ノ血行性再感

染像 トノ相互關係二關スル解明ハ必ズシモ未グ

充分ナ リトハ云 ヒ難 イノデアル。 、

我々ハ結核Allergieノ 病理組織學的立場二立

脚 シテ實験的各種 ノ塩管系 ヨリスル血行性再感

染像 ヲ改メテ追求 シ今後 ノ結核Allergie研 究

ノ基礎實験 ノー トシテ、其 ノ結節 ノ早期多量登

現 ノ意義機轄二就イテ考察 シ之 ト人罷結核症 ノ

血行性蔓延 ノ閣係二及ボソウト思フノデアル。

第二章 實験材料及 ビ實験方法

賓験動物ハ 髄重2Kg内 外 ノ成熟象兎ヲ使用

シ、結核菌ハ前記諸實駿例 卜同壕上池型人型結

核菌 ヲ使用セルモ ノデ、結核感作バ 諸生菌 ノ
く

5～10mgヲ 家 兎背 部 皮 下 二 接 種 シ 約1ケ 月

後Tuberkulin皮 内反 鷹 陽 性 轄 化 ヲ待 ツテ、 同

生 菌 ノ1～15mgヲ 耳静 脈 、 股 動 脈 、 門 豚 、 等

ノ諸 血 管 内 二再 接 種 セル モ ノデ アル。 特 二耳 静

阪 内感 染 例 二於 テハ 経 氣道 感 染 例 ト 同様 二盟

化Adrenalinヲ 併 用 シタ例 モ アル。
ノ 勤

第一節 耳静脈内結核菌注射例

第1項A.封 照貸験例

此 ノ實験群ルー鷹封照 ノ意味二於テ健康家兎 ノ

耳静脈内二人型結核生菌10mgヲ 注射 シ逐次剖

検後鏡検 二付 セルモノデアル.

Nr.・1.24時 間目所見

肉眼的二表面及 ビ割面共二殆 ンド病璽ヲ認 メ得
げ

ナィ。鏡検 スルニ毛細血管及小静、.動脈 ヲ中心

トシテ限局性細胞浸潤 ヲ認メルガ、其 ノ撒ハ少

ナ ク、 弱 漉 大 二依 ヅ テハ ー 親野 二1～2個 ヲ超
な

エ ナ イ程 度 デ アル.精 見 スル ニ血 管 ハ籏 張 シ内
へ

腔ニハ小塊状ヲナセル結核菌 ヲ園 ンデ少激 ノ多

核自血球及 ビ濃染 セル園形核 ヲ有スル輩核大細

胞 ノ集合 ヲ認 メ、之 レニ接 ズル内被細胞バー般

二腫大膨化シテヰルガ、却 ツテ濃縮 シテ不規則

ナ形態 ヲ示スモノラ見ラレル.同 時二血管壁毛

亦懸粗 トナリ、周園 ノ結締織中二少量 ノ多核白
ぜ
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血球及 ピ箪核園形細胞 ノ浸潤 ヲ認 メル、 又肺胞

壁聞質ハ類淋巴球 イ浸潤 二依ツテ不規則二肥厚

シコレガタメ肺胞腔ハ漸次塵迫 セラレテ狭隆 ト

ナヅテヰルガ、 コノ中二埋浸 シテヰル毛細血管

像ハ不明瞭 デアル.大 ナル血管 二於 イテハ輕度

ノ充血、内被細胞 ノ活性化 ヲ認 メルニ過 ギナィ

氣管枝周園 ノ淋巴結節二於 テハ固有 ノ淋巴球ハ

退行憂性及 ビ少敷 ノ白血球 ノ浸潤 ヲ認 メ、細網

細胞ハ腫大 シ屡 亙核分剖像 ガ謹明セラレル.

Nr.2.7日 目所見"

肉眼的う肺臓表面ハ滑澤デ淡紅色、硬度ハ柔軟

デ割面ハ氣容二富 ミ、櫨大鏡二依 ツテ灰白色 ノ

.微細結節 ヲ辛 ウジテ認 メ得ル。

鏡検的所見二依ル ト結節 ノ中心部二繊維素様物

質二混ジテ攣性崩解 セル多核白血球 ヲ認 メ、 コ

ノ中二散見セラレル結核菌・》個々二分離 シ穎粒

状デ被染性 モ亦減弱 シ、或ルモノハ嗜盤基性デ

アル。更ニコノ周園ハ園形、楠圓形ニシテ梢 ζ
ゆ

「クロマチン」二富 メル細胞核 ヲ有スル幼若類上

皮細胞 ノ形成 ヲ認メルガ、淋巴球層ハ未ダ不明

瞭デアル。又肺胞腔内細胞増殖ハ著明デ各肺胞

ハ大軍核細胞二依 ツテ充丈眞セラレ、 コノ周園 ノ

肺胞壁聞質ニハ類淋巴球 ラ圭髄 トスル炎症性細

胞浸潤ガアリ所謂肺胞結節ニー致 スル所見二屡

ζ接スル.

氣管枝周園 ノ淋巴腺ハ著 シク腫大 シ固有 ノ樗造

ヲ失ヒ、類淋巴球及 ビ類上皮細胞二依 ツテ置換

セラレテ居ル。 蝉

Nr.3.26日 目所見

肉眼的二爾肺共二容積ハ増加 シ、表面、割面共

二嗜赤色デ多撒 ノ粟粒結節 ヲ認 メル。之等 ノ多

クハ肺實質中二孤立 シテヰルガ、或者ハ互 二融

合 シ不規則ナ形態 ヲ示 シテヰル。

鏡検 スルニ比較的大 ナル結節 ノ中心ハ乾酪鍵性

二陪 リ、「エオジン」二好染 セル無構造物質 ト化

シ少量 ノ微細穎粒状核破礫物 ヲ認メル。此 ノ中

二結核菌 ヲ識明 シ得 ルガ、感染短時日間二於ケ

ルガ如キ所謂培養型 ト異ナリ菌畿ハ細長 ク且輕

度二轡曲 シ被染性 モ亦良好 デアル。コレヲ園 ン

デ廣イ類上皮細胞層 ヲ認 メルガ、該細胞ハ原形

質二富 ミ、圓形乃至備圓形 ノ淡明核 ヲ有 シ且2

～3融 合 シテ非定型的亘態細胞 ヲ形 成 シテ ヰ

ル。淋巴球層ハ梢 ζ不明瞭デアルガコノ周園二

可成 リ著明ナ焦監周園性炎症 ヲ認 メル.即 チ肺

胞壁毛細血管 ノ充血、大滲出細胞、及漿液性物

質肺胞内滲出ガアリ、肺胞間質ハ圓形細胞 ノ浸

潤二依 ツテ禰蔓性 二肥厚 シテヰル。

小結節デハ中心部 ノ乾酪愛性ハ殆 ンド認メ難 ク

圭 トシテ類上皮細胞ヨリナリ、琳巴球層 ノ爽育

モ亦微弱デアル.

血管系統二於ケル病璽ハ輕度 ノ充血及 ビ周園性

圓形細胞 ノ浸潤 ヲ認〆 ルニ過ギナイ。

氣管枝二於イテハ粘膜上皮細胞ハ腫大 シ其 ノ表

面ハ多少 ノ白血球ヲ含メル粘液様物質 デ被覆セ

ラレテ居ルニ過 ギナイが、氣管枝周園 ノ淋巴腺

二於テハ類上皮細胞 ノ増殖著明デアル.

B.本 實験例

本群ハ結核感作家兎 ノ耳静脈内二人型結核生菌

10mgヲ 再注射 セルモ ノデアル。

Nr.4。24時 間目所見

肉眼的二爾肺臓ハ稽 く容積 ヲ壇加 シ、表面及 ピ

割面ハ共 二嗜赤色、硬度ハ柔軟デアル.

鏡検 スルニ毛細血管及 ビ小静、動脈 ヲ中心 トセ

ル多撒 ノ限局性細胞浸潤及 ピ禰蔓性肺胞壁 ノ肥

厚 ヲ認 メル。各血管ハ高度二籏張 シ、内腔 二多

量 ノ結核菌小塊 ヲ園 ンデ多核白血球及織維索榛

物質ハ花環状 ラナシテ包園 シ、白血球 ノi愛'性崩

解ハ著明デアル。血管周園二於イテモ白血球、

類淋巴球ノ浸潤及結締織織維 ノ水腫檬懸粗 ヲ認

メ、菲薄ナ静賑血管壁ハ細胞浸潤中二埋浸シテ

所 々噺裂 シテ居ル。 叉小動賑 二於 テハ多核白血

球 ノ壇加、内被細胞腫大,壁 ノ水腫様膨化又ハ

硝子様血栓形成 ヲ認 メル。肺胞間質ハ禰蔓性二

肥厚 シ、此慮 二於テハ結締織細胞ハ腫大又ハ濃

縮 シ白血球及類淋巴球 ノ浸潤 ヲ認メ、肺胞腔ハ

墜迫サレテ著 シク縮少 シテヰルガ滲出環象ハ謹

明 シ得 ナイ。

氣管枝系統 轟於 イテハ殆 ンド病憂 ヲ鋏キ、周園
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ノ淋巴腺 ヲ構成スル細網細胞ハ稽 ζ腫大 シ・懲

＼巴球ハ濃縮ヲ示スニ過ギナイ。

Nr.5.7日 目所見

肉銀的二爾肺臓ハ容積ヲ塘加 シ、硬度ハ柔軟デ

アルガ表面及 ビ割面 二多歎 ノ粟粒結節 ヲ認 メ、

其 ノ数及 ビ大キサハ封照例ヲ遙 カニ凌駕 スルモ

ノデアル。結節 ノ組織的構造 ヲ見ルニ再感染24

時間後二多量登現 シタ多核白血球ハ殆 ンド清失

シ、之 レニ代 ツテ圓形乃至楠圓形デ淡明ナ核 ヲ

有スル大軍核細胞 ノ壇殖 ヲ認メ、時二結核菌 ノ

小塊 ヲ園 ンデ亘態細胞 ヲ形成 シ其 ノ周園二類淋

巴球 ノ浸潤ヲ認 メルガ、此 ノ結節二厩スノレモノ

ハ多 クハ肺胞内面二突出 シテ形成セラレタモノ

デアノ%斯 クノ如キ肺胞内結節ハ数個融合 シテ

細葉性旗大ヲ示 スコトハ稀デハナイ。肺胞聞質

性結節 ノ大キサハー般 二前者二比 シテ小ナルモ

ノガ多 ク、主 トシテ類淋巴球及 ビゆ若類上皮細

胞 ヨリナ リ各層 ノ分化ハモ トヨリ不 明瞭 デ ア

ル。之等結節性細胞増殖 ノ周園二於イテハ所謂

焦貼周園性炎症ハ封照 ヨリ高度デ各肺胞腔二於

テハ少量 ノ漿液性滲出物及脱落肺胞上皮 ノ覗落

ヲ認メ、毛細血管ハ輕度二籏張 シテヰル。其 ノ

他血管系統 二於ケル病製 ヲ見ルニ、小血管周園

二於ケル圓形細胞 ノ浸潤及ビ内被細胞 ノ腫大ハ

屡 ㌃獲見セラレ、特二大静脈内被細胞下二於 テ

ハ淡明不規則ナル核 ヲ有スル大軍核細胞 ノ限局

性増殖 ヲ認 メル。

氣管枝周園淋巴腺 二於 イテハ封照例 ノ如キ結節

形成ハナイガ、氣管枝内腔ニハ上皮細胞腕落、

白血球 ヲ含メル粘液性分泌物 ヲ認メル。

Nr.6.26日 目所見

肉眼的二左右肺臓ハ著 シク容積及 ビ硬度 ヲ増加

シ、表面及割面 二多歎 ノ結節形成 ヲ認 メ多 クハ

灰白色透徹 ヂアルガ其 ノ中心部ハ黄色二溜濁 シ

テヰル。鏡検 スルゴ大結節 ノ中心部ハ乾酪憂性

二隔 ヴ、細胞ハ悉 ク憂性崩解 シテ無溝造物質 ト

化 シ中二散在性二多敷 ノ結核菌ヲ認 メル,菌 髄

ハ細長 ク輕度二轡曲シ被染性モ亦良好 デ、周園

二向ツテ放散 セラレルガ如キ配列 ヲ示 シテヰ

ル。此 ノ周園二廣 イ類上皮細胞 ヲ認 メルガ、該

細胞 ノ配列ハ霧粗デ圓形乃至楠圓形 ノ淡明ナ核

ヲ有 シ、原形質ハ穎粒獣崩解、室泡形成又ハ脂

肪憂性ヲ示 スモ ノガ多イ。更二周邊部二淋巴球
一結締織細胞層 ヲ認メルガー般二菲薄デアル

。

小結節二於イテハ乾酪憂性 ヲ訣キ專 ラ類上皮細

胞 ヨリ出來テ居ル。之等結節竈 ノ間二介在スル

小氣管枝及 ビ肺胞腔ハ多量 ノ漿液性物質及 ビ脱

落上皮ニテ充タサレ、一部乾酪愛性二陥 リ経氣

道的再感染像二類似 シテヰル。肺胞間質ハ結締

織細胞 ノ壇殖及園形細胞 ノ浸潤二依 ツ テ肥 厚

シ、肺胞壁細胞ハ内腔 二向ヅテ増殖 シ殼子形 ト

ナ リー見腺腫穣構造 ヲ示 シテ居 ル.

血管系統二於 ケル病憂 ヲ観察 スルニ、小血管周

園ハ淋巴球 ノ浸潤二依 ツテ外套歌二園 続 セラ

レ、血管壁ハ霧粗}ナ リ内被細胞ハ腫大増殖 シ

テ居ル。

氣管枝二於イテハ大ナルモノニ殆 ンド病愛 ヲ認
の

メ難 イガ、呼吸性小氣管枝 二於イテハ乾酪璽性

ヲ俘ヘル加答見性炎症 ヲ認 メ、氣管枝周園ノ淋

巴腺實質中 ノ細網細胞ハ腫大増殖セ、固有 ノ琳

巴球 ハ愛性崩解 シ、結締織細胞ハ不規則二増殖

シテ居ル。

第2項 ムdrenalin併 用例

A.封 照實験例

本群ハ健康家兎耳静脈内二人型結核生菌10mg

ヲ注射 シ、 同時二1000倍 慶化AdrenalinO.5

α◎ヲ皮下二反復注射 セルモノデアル.

Nr.7、24時 間目所見(結 核 菌10mg盟 化

AdO.5ccIX)

肉眼的二輕度 ノ容積増加及 ビ罐血ヲ認メル。鏡

検スルニ毛細血管又ハ小血管 ヲ申心 トシテ散在

性二微細ナ限局性細胞浸潤ヲ認 メ、血管内腔二

沈著セル結核菌 ノ小塊 ヲ園 ンデ多核白血球及ピ

織維素様物質 ノ析出ヲ認 メ、血管壁細胞ハ腫大

淡染 シ、壁自燈 モ霧粗 トナリ周園二白血球、類

琳巴球 ノ浸潤 ヲ認メル。肺胞間質 ノ稽々禰蔓姓

二肥厚セル部位二於イテハ、結締織織維ハ漿液

性物質、多核白血球及 ピ軍核圓形細胞 ガ不規則
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二浸潤 シテヰル。其 ノ他血管バー般二籏張 シ、

内被細胞ハ活性化 シテ内腔二向 フテ隆起 シ、稀

二硝子様血栓 ヲ容 レテヰル。肺胞毛細血管ハ怒

張 シ赤血球及 ピ漿液ハ肺胞腔内二濾出シテヰル

斌 其 ノ他 ノ細胞要素ハ殆 ンド訣如 シテヰル。

氣管枝二於テハ特別 ノ病璽ハ認メナイガ、周園

ノ淋巴腺實質 ノ細網細胞ハ腫大 シ、淋巴球ハ種

々ノ攣姓像 ヲ示 シテヰル。

Nr.8.7日 目所見く結核菌10mg.1謹 化Ad.

"etl5αa7X)

肉眼的二雨肺臓ハ容積 ヲ増加 シ、硬度ハ柔軟デ

アルガ血量二富 シデヰル.

結節形成ハ肉眼的二嚢見困難デアルガ、鏡検的

検査 デハ可成多撒認メラレル.最 モ屡 く嚢見セ

ラレルモノハ所謂肺胞内結節形成 デ各肺胞腔ハ

上皮細胞二類似 シタ輩核大細胞デ充填 セラレ周

園 ノ肺胞間質ニハ淋巴球及類淋巴球 ノ浸潤ガ著

明二見 ラレ、結節 ノ形態ハ圓形デ周園二封 スル

境界ハ明確 デアル。肺胞間質邸チ毛細血管 ヲ中

心 トセルモノハ主 トシテ類淋巴球 ヨリナリ、蹄

胞壁 ノ肥厚二依 ヅテ内腔ハ墜迫サレ、中二漿液

性物質、赤血球及 ビ白血球 ノ滲出ヲ認 メ所謂肺

胞上皮ハ数個連結 シテ腕落 シテヰル。又大ナル

動脈r於 テハ血管内腔ハ白血球、輩核大細胞 ノ

血栓状沈積、内被細胞 ノ腫大壇殖ニヨツテ殆 ン

ド閉塞 セラレ、血管壁及 ビ周圃結締織織維ハ水

腫様霧粗二依 ツテ膨化 シ中二白血球、類淋巴球

ノ浸潤ヲ認 メル。

氣管枝ハ輕度 ノ加答児性炎症像ヲ呈 シ、周園淋

巴腺二於イテ》・類上皮細胞 ノ壇殖ハ著明デ氣管

枝粘膜層ご侵入 シテヰル。

B.本 實験例

本群ハ結核感作家兎 ノ耳静脈内二人 型 結 核 菌

10mgヲ 再注射 シ。同時二1000倍 盟化Ad。1

日1同0.5c.q宛1～ ・7同皮下 二反復注射 セルモ

ノデアル。

Nr.9.24時 間目所見(結核菌10mg.Ad.

O。5(talX)

肉眼的所見ハ輩純再感染豫 ト全 ク趣 ヲ異 ニスル

モノデアツテ、肺臓 ノ容積及 ピ硬度ハ壇加 シ、

罐血ハ著明デ割面 ヨリ多量 ノ血液及ビ泡沫歌漿

液性物質 ヲ塵出シ得ルガ、未ダ限局性病攣 ヲ認

メ得 ナイ.

鏡検スルニ肺血管ハ高度二籏張 シ肺胞腔内二赤

血球及 ビ漿液性物質 ノ濾出ヲ認 メルガ、白血球
お

及 ビ大翠核細胞ハ僅少デアツテ、散在性 二大出

血竈 ヲ認メル.加 之、多薮 ノ微細結節状細胞浸

潤 ヲ認メルガ、此 ノ中核ヲナス血管内結核菌小

塊ハ璽性崩解セル多核白血球及 ビ繊維素様物質

デ包マレ血管壁ハ水腫様膨化二依 リ不明瞭 トナ

ツテヰル。此 ノ周園 ノ肺胞間質結締織繊維ハ漿

液 ノ浸潤 ヲ蒙 リや 二類琳巴球及 ビ白血球 ヲ多量

二認メ得ルモノデアを。血管系統二於ケル病愛

ハ著明ナ充血 ノ外 二繊維素 ヨリナル血栓形成 ヲ

認メ、血管壁ハ膨化 シ内被細胞 ハ腫大 シ㌻ 居

ノレ、

氣管枝腔内ニハ少量 ノ赤血球 ヲ含メル漿液性物

質ヲ認メ、周園淋巴腺實質中二輕度 ノ軍核大細

胞及多核白血球 ノ浸潤 ヲ認 メル.な

Nr.10.7日 目所 見(結 核菌10mg.Ad、

0,50c,7X)

肉 眼 的 二左右 肺 臓 ハ容 積 ヲ壇 加 シ、 表面 及 ビ割
な

面二多数 ノ粟粒結節 ヲ認 メル。

鏡検的所見二依 レバ結節 ノ組織學的構造 ハ軍純

再感染例 ト同様 デ、多クハ肺胞 ヲ中心 トシテ現

ハ レ、各肺胞腔ハ卵圓形又ハ短紡錘形ヲナセル

大輩核細胞 二依ヅテ充墳 セラレ、時二互態細胞

ヲ認 メ、之 レヲ園ム肺胞壁ニハ園形細胞 ノ浸潤

ヲ認 メル。賄胞間質二登生 セルモノ ニ於 イ テ

ハ、類淋巴球 ノ壇殖 二依 ツテ結節状二肥厚 シ周

園 ノ肺胞腔ハ歴迫 セラレ〉居ル。 然 シ24時 間

後 二認 メタ様 ナ肺胞内滲出現象ハ輕度デ、少量

ノ濃厚漿液性物質及輩核大細胞 ヲ認メルニ過ギ

ナイ。血管系統二於ケル病攣ハ著明デ、小血管

ハ内被細胞 ン腫大増殖及 ビ圓形細胞 ノ浸潤デ内

腔ハ閉塞 セラレ、大血管二於イテハ内膜 ノー部

二限局 シテ類淋巴球及 ビ結締織細胞 ノ結節様増

殖ヲ認 メル.
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氣管枝二於イテハ輕度 ノ加答鬼性炎症 ヲ認 メ、

周園 ノ淋巴腺ハ稻 ζ腫脹 シテ居ル。

第3項 静脈内結核感染費験例小括

健康家兎耳静賑内二人型結核生菌10mgヲ 注射

スル ト、結核菌ハ肺血管中特二毛細血管及 ビ小

静脈 二繋留 シ、一部ハ更二肺胞腔又ハ氣管枝周

園淋巴腺 二蓬 シ此虜 二結節形成 ヲ螢ムモ♪デア

ル。先 ヅ血管腔内結核菌 ノ周園二多核白血球、

織維素檬物質 ノ析出ヲ認 メ、.血管内被細胞ハ腫

大淡染 シ血管壁モ亦水腫様懸粗 ヲ示 シ周園二類

淋巴球 ノ浸潤ヲ認 メル.時 日ノ経過 ト共 二白血

球ハ滅少 シ類琳巴球ハ漸次類上皮細胞 ノ形態 ヲ

トル(7日 後)、 約1ケ 月後中心部二乾酪獲墾性、

周園二類上皮細胞及淋巴球 ノ各層 ヲ認 メ、層輪

形成ハ明瞭デ定型的結節 ノ構造 ヲ具備スルニ至

ルモノデアル、、

一方肺胞腔内二達 セル結核菌 二依ルモノハ白血

球 ノ浸潤ハ殆 ンド認 メ難 ク、所謂肪胞上皮ハ壁

ヨリ次第二内腔二向ツテ壇殖 シ、肺胞間質二於

テハ類淋巴球 ノ浸潤 ヲ認メ雨者ハ合 シテ結節

ヲ形成スルモノデアルガ、其 ノ嚢生ハ血管 ヲ中

心 トセルモノヨリ逞 レ(7日 後)テ 現バ レルe又

淋巴腺二於イテハ初期二白血球 ノ浸潤固有淋巴

球 ノ璽性崩解。細網細胞 ノ腫大二始メルモノデ

アル。之等結節ハ初期二於 テハ登生部位二依 リ

多少趣 ヲ異ニスルガ後期二於 テハ殆 ンド囁別 シ、

難イモノデアツテ、要スルニ血行性初感染二於

ケル肺病愛ハ結核菌 ノ分布歌態二依 リ血管、肺

胞、淋巴腺 ヲ中心 トシテ獲現 スルガ壇殖性病璽

即チ結節形成 ヲ主髄 トシ慢性 ノ経過 ヲトルモ ノ

ア ア ル 。

次二結核感作家兎 ノ耳静脈内再感染例二於テ・》

結節形成ハ非感作例 二比較 シテ急激二而モ多敷

獲現 スル。結節形成 ノ部位的關係ハ封照例 ト同

様血管、肺胞腔二起 ルガ、淋巴腺 ニハ殆 ンド見

ラレナイ.又 結節 ヲ構成 スル細胞要素ハ質的二

非感作例 ト同様 デアルガ、時間的及 ピ量的工可

成 リノ差異 ヲ認メルモノデアル.帥 チ初期 二見

ラレル菌栓塞 ヲ園ム多核白血球及 ビ軍核圓形細

胞等 ノ滲出ハ封照 ヨリ遙 カニ著明デアルガ、速

カニ饗性崩解 シ、亜之類上皮細胞 ノ如キ固定防

禦細胞 ノ形成モ亦促進 セラレ、後期二於テハ結

締織細胞 ノ増殖 ノ傾向 ガ強イ♂又肺胞内滲出環

象、血栓形成及 ピ血管周園性圓形細胞 ノ浸潤ハ

封照例 ヨリ稻 喝蚤イガ、氣道内結核再感染例ヨ

リ遙カニ弱 ク、血行性再感染二依ル肺病愛ハ結

局壇殖性病鍵ヲ主徴 トスルモノデアル。

氣道内再感染二際 シテAdヲ 併用スルトキハ滲

出性病璽 ハ増強セラレ、大葉性乾酪性肺炎二類

似スル所見 ヲ確メ得タ事實二鑑 ミ、静脈内結核

感染二於4テAdヲ 併用 シタノデアル。先ヅ初

感染二Adヲ 併用 スルトキハ肺胞内滲出現象ハ

稽{増 強セラレルガ、結節形成 ヲ圭徴 トシ其ノ

組織學的講造 二於テハ差異ハ認 メ難 イ ノデア

ル。次二再感染二Adヲ 併用 スル トキハ、軍純

再感染例 ト同様 二結節形成ハ早期二且大量獲現

シ、之 レヲ構成 スル細胞要素 モ全ク同様デアル

ガ、肺胞内滲出現象ハ初感染例ヨ労會張 セラレ

ルガ、氣道内再感染例 二Ad使 用 シタ場合 トハ
タ

比較 ニ ナ ラ ナ イ程 弱 イ モ ノデ ア ツ テ、 静 脈 内再

感 染 二於 テ ハAdハ 特 別 ノ意義 ヲ認 メ難 イ。

第二節 門脹内結核菌注射實験例

本實験例ハ健康乃至結核感作家兎 ノ門賑内二人

型結核菌1mgヲ 注射 セル際 ノ肺病愛ヲ観察 セ

ルモノデアル。

A.封 照實験例

本群ハ健康家兎 ノ門腋内二結核生菌1mgヲ 注

射 セルモノデアル。,

結核菌注射24時 間後(L1>、 肉眼的ニハ全 ク病

憂ヲ認 メ得 ナイガ、鏡検 二依ツテ始 メテ小血管

内二白血球、軍核圓形大細胞友 ビ少量 ノ繊維素

様物質 ヨリナル血栓形成 ヲ認 メ、血管内被細胞

ハ輕度 二腫大 シ内部二隆起 シテ居ル ニ過 ギ ナ

イ。5日 後(L2)鏡 検的二散在性二微細ナ限局
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鳶

性細胞浸潤ヲ認メル。精見スルニ多核白血球 ハ

極メテ少ナク、類淋巴球及類上皮細胞ハ雑然 ト

醍列 シテヰル。之等ハ何 レモ肺胞間質殊 二血管

ヲ中心 トシテ嚢生セルモノデ、所謂肺胞内結節

形成 モ散見セラルガ.肺 胞内滲雌 見象・・全 ク謹

明シ得ナイ。氣管枝周園淋巴腺ハ輕 度 二 腫 大

シ、細網細胞 ノ腫大、淋巴球 ノ退行攣性ヲ認 メ

ル0

7日 後(L3)二 於イテハ結節薮及 ビ大 キサハ梢

々増強 シ、個々ノ結飾 ノ中心層 ハ類上皮細胞 ヨ

リナリ周邊層ニハ淋巴球 ノ浸潤ヲ認メルガ未ダ

定型的結節形成 ヲ認メ難イモノデアル.淋 巴腺
セ

ニ於イテハ類上皮細胞 ノ増殖二依 ツテ固有淋巴

球ハ墜迫 セラレテ攣性 ヲ起 シテ居ル費

B.本 實験例1

本群ハ結核感作家兎 ノ門賑内二結核生菌1mg

ヲ再注射セルモノデアル.

24時 間後(L4)二 於テハ未ダ肉眼的二結節形成

ハ認メ得ナイガ、鏡検的二可成 リ多籔 ノ結節歌

細胞浸潤ヲ認 メルモノデ、血管内結核菌小塊 ヲ

ノ

第三節 股動賑内結核菌注射例

本實験例ハ健康乃至結核感作家兎 ノ股動脈内二

人型結核生菌10mgヲ 再注射 シ、 コノ際惹起 セ

ラレタ肺病礎 ヲ観察セルモノデアル。

A。封照實験例

健康家兎 ノ股動臓内二結核菌15mgヲ 注射 シ

24時 間後(F1)肺 病鍵ヲ見ルニ、小静…賑及毛細

血管ハ篠張 シ、結核菌小塊 ヲ園 ンデ白血球及ビ

織維紫様物質 ノ滲出 ヲ認メ、之 レニ接 スル内被

細胞ハ腫大隆起 シ、血管周園二少量 ノ圓形細胞

ノ浸潤ヲ認 メルガ、肺胞内滲出性病鍵ハ全 ク訣

如シテ居 ル、 、・

5日 後(F2)肉 眼的二結節形成ハ詮明 シ得ナイ

ガ、鏡検的所見ニヨル ト散在性二亜粟粒大 ノ肺

胞間質性細胞浸潤 ヲ認メル拶 其 ノ構造 ヲ、見ル

ニ、中心部二璽性崩解セル多核 白血球、其 ノ周圃

轟類淋巴球 ノ浸潤ヲ認 メ、結締織細胞ハ腫大淡

染 シテヰル。之 レニ接績 セル肺胞腔内二少数 ノ

園 ンデ多核白血球ハ花環歌二蝟集 シ、内被細胞

モ亦腫大淡染 シ、血管周園ニハ白血球乃至輩核

圓形大細胞 ノ浸潤 ヲ認 メル。 又一部 二於イテハ

肺胞間質 ノ禰蔓性肥厚 ヲ認 メルガ、 コレハ類圓

形細胞 ノ浸潤二依ルモノデアル。

5日(L・5)ヲ 経過 スル時へ 肺臓 ハ輕度二容積

ヲ増加 シ且罐斑二依 リ嗜赤色二見エル.鏡 検 ス

ルニ散在性二 間質性及 ビ肺胞性結核結節 ヲ認

メ、前者ハ類淋巴球及 ビ少量 ノ類上皮細胞 ヨリ

成 リ肺胞間質ハ之 レガダメ肥厚 シ周園 ノ肺胞腔

ハ屋迫 セラレ殆 ンド潰失 セルモノモ見受ケラレ

ル、又アル部位二於 テハ肺胞内二大滲出細胞及

ビ白血球 ノ滲出ヲ認 メル。後者二於イテハ肺胞

腔ハ所謂肺胞上皮二依 ツテ充 タサレテヰル。其

ノ他血管ハ籏張 シ多核白血球ハ増加 シ、大動脈

デハ隈局性内膜 ノ肥厚 ヲ認 メル。

7日 後(L6)肉 眼的二未ダ結節形成ヲ謹明 シ得

ナイガ、鏡検 スルニ多藪 ノ粟粒結節ヲ認 メ、其

ノ組織學的構造ハ淋巴球 ト類上皮細胞 ノ爾層 ヨ

リナリ、亘態綱胞ハ詮明シ得 ナイ。

ぎ

輩核大細胞及 ピ漿液性物質 ノ滲出ヲ認メル。

1週 間後(F3ノ 結節数ハ増加 シナイガ、 其 ノ大

キサハ次第二壇張 シ粟粒大二達 セ汐 モノモ少ナ

ク藩イ。其 ノ間質二糞生 セルモノハ多核白血球

ヲ園 ンデ大小 ノ圓形細胞及 ビ類上皮細胞ハ不規

則二増殖 シ所謂層輪形成ハ不明瞭デアル.肺 胞

性結節ハ專 ラ類上皮細胞ニー致 セル大輩核細胞

ヨリナ リ、時二亘態細胞ヲ含有 シ、周團 ノ肺胞

壁二類淋巴球ノ浸潤 ヲ認 メル,

B.本 實験例

結核菌15m9股 動賑内再注 射後24時 間 〈F4>

ヲ経過スル トキハ、小動、静脈及 ビ毛細血管ハ

高度 二籏張 シ、其 ノ内腔二白甑球及 ビ繊維素 ヨ

リナレル血栓形成 ヲ認 メルガ、小血管程 白血球

ハ壇加 シ、結核菌 ヲ園 ンデ花環状二蝟集 シ、内

被細胞ハ腫大淡染 シ室泡形成 ヲ認メル、血管壁

ハ水腫様懸粗 二依 リ膨化 シ周園二圓形細胞 ノ浸
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潤 ヲ認メノし.

5日 後(F5)二 於 イテハ、肉眼的二肺臓 ノ容積

増加、充血ヲ認メ、鏡検的二極 メテ多藪 ノ大小

不 同ノ小結節ヲ認 メル.之 等ハ主 トシテ血管 ヲ

申心 トシテ形成セラレタモ ノデアルガ、血管壁

ハ崩解 シテ揮力繊維ハ清失 シ血管 トノ關係 ノ追

求ハ困難デアル。細胞要素 ヲ見ルニ輩核圓形大

細胞或ハ短紡錘形 ノ淡染核 ヲ有スル幼若類上皮

細胞 ヨリナリ中心部 ノ白血球菌層 ヲ園 ンデ ギ

ル.周 邊帯系於ケル淋巴球 ノ浸潤ハ著明デハナ

イ。此 ノ闘質性結節 ノ外二散在性 二肺胞内細胞

喰殖 ヲ認メ、該細胞ハ互二連結 シ所謂肺胞内結

節ニー致スルモノデアルガ、個 々二遊離 シテ大

滲 出細胞 ノ形態 ヲ有スルモノモ見受ケラレル。

7日 後(F6)二 於4テ ハ肉眼的及 ピ鏡検的二極

メテ多数 ノ結節形成 ヲ認 メ、個々 ノ結節ハ大キ

サヲ増加 シ相隣 レルモノハ互 工融合 ノ傾向ヲ認

メル。組織墨的構造 ヲ見ルニ類上皮細胞ハ著ジ

ク増加 シ其 ノ周園ハ淋巴球乃至類淋巴球二依ヅ

テ包園 セラレテヰルガ、最申心層 二於 イテハ白

血球ハ全 ク鍵性崩解 シ、結核菌 モ亦 謹 明 シ難

イ。結節形成 ト無關係二可成 二著明ナ血管病璽

ヲ認 メ得ルモノデ、殊ご小.血管内腔ハ園形乃至

紡錘形細胞二依ツテ全 ク閉塞 セラレ、血管壁ハ

水腫様膨化 ヲ示 シ、比較的大ナル静賑ソ内膜下

二圓形細胞及 ビ淡明核ヲ有スル短紡錘形細胞 ノ

増殖ヲ認 メ、所謂内膜結節ニー致スル所見ヲ呈

ス ル モ ノ ァ ア ルe

第四節 ・門脈及 ビ股動脈内結核菌注射實験例小括

以上 ノ如 ク耳静賑以外 ノ血管系統帥チ門賑或ハ

股動賑内結核菌 ノ注酎 二於 テモ、肺二環バ レル

結核性病攣ハ耳静賑内感染 ト全 ク軟 ヲー一ニスル

モノデアツテ、壇殖性病攣(結 節形成)ガ 圭デ滲

出性病攣ハ極 メテ軽度 デアルe又 該結節 ノ獲i現

部モ礁 気 血管姉 心 トセルモノへ 白血鍮

及 ビ繊維素性物質 ノ浸潤二始マリ、血管内膜及

外膜 ヲ形成 スル組織球性細胞 ノ腫大増殖 ヨリ漸

次類上皮細胞 ノ新生 ヲ認 メ、感染1週 後各種防

禦細胞ハ動員 セラレルガ未 グ定型的結節形戴 ヲ

螢ムニハ至 ラナィ。肺胞ヲ申心 トセルモノ・、前

者 ヨリ時間的二邊 レ、而モ初期白血球浸潤 ヲ先

騙 トスルコトナク大輩核細胞 ノ壇殖二依ルモ ノ

デ、之等ハ融合 シテ容 易二亘態細胞 ヲ形成スル

傾向ガアル。再感染 二於 テハ初感染同様結節ハ

血管及 ビ肺胞腔 ヲ中心 トシテ嚢生スルガ、結節

形成ハ急激二且大量二硯ぐ レ、之 レヲ構成スル

防禦細胞 ノ増殖 モ亦促進 セラレルモノデアル。

然 シ門腋内結核感染 モ於 テハ封照 ト本實験例 ト

ノ間二耳静脈内感染 ノ如 キ顯著ナ差異ハ認メ難

イモノデ、 コレハ血流中 ノ結核菌ハ肝臓殊二星

=芒細胞二囁取 セラレ此虜二多数 ノ結節形成ヲ管

ムモノデ(木谷)、 残鹸 ノ菌ガ肺臓二達スルタメ

、ト思惟 セラレル。叉股動賑内二注射セラレタ結

核菌 ノー一部ハ末楕細 血管及 ビ關節部二繋留 シテ

關節炎(山 田)ヲ惹起 シ、其 ノ他 ノ菌 ガ肺臓二病

憂 ヲ起 スモノデ、門賑内感染例 ヨリ著明デアル

ガ耳艀賑 ノ夫 レニ比較 シテ稽 く病墜ハ弱 イ、然

シ之等ハ程度的差異 デアツテ本質的差異 トハ看

倣 シ得 ナイ。然 シ之等 ノ事實 カラ再感染時ニハ

流血.中ノ細菌ハ非感染例 ヨリ容易二周園血管壁

二囁取 サレル傾向 ノアル事ヲ認 メル 事 ガ出來

ノレ◎

第五節 耳静脈内結核菌反復連績注射例

本群二屡スルモノハ健康家兎 ノ耳艀脈内二人型

結核菌 ヲ増量的二1週 蘭置二撒同反衡 主射 セル

モ ノ デ アル 。

Nr.1(C1、C2)結 核 菌1、2、3mg全 日籔17日

肉眼的二肺臓容積及 ビ硬度ハ重曾強 シ、表面ハ結

節状二隆起 シテ居ル.鏡 検 スルニ全覗野新茜 ノ

結核性病攣 二依ツテ占居 セラレ、正鴬肺臓組織

ハ殆 ンド謹明 シ難 イ。其 ノ組織像 ヲ見 ルニ陣奮
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ナ ル モ ノハ 中 心 部 二乾酪 璽性 、 周 園 二類 上 皮細

胞 及淋 巴球 ノ各層 ヲ認 メ、層 輪 形成 ハ 著 明 デ ア

)レ。梢 、新 鮮 ナ ル モ クハ 專 ラ類 淋 巴 球 ヨ リ ナ

リ、 更 二新 シイ モ ノバ中 心 部 二結 核 菌 ヲ園 ンデ

鍵 性崩 解 セ ル 白血球 ヲ認 メ、 結 節 周 園 ノ肺 胞腔

ハ大 滲 出細 胞 ヲ容 レ.聞 質 血管 ハ櫨 張 シ且 出血

竈 ヲ認 メル。

Nr.2(C3、C4)結 核 菌1、2、3、5・1、9、 全 日撒

23日

肉眼 的拉 ピニ鏡 検 的所 見 ハ極 づ テ錯 雑 シ、 多撒

ノ結 節 形成 ヲ認 メル コ トハ 上記 諸 例 ト同様 デ ア

ル ガ、 結 節 ヲ構 成 スル類 上皮 細 胞 原 形 ノ室 泡形

成、 脂 肪 攣 性 等 ノ退 行攣 性 ヲ認 メ、 且 肺 胞 間質

ノ結締 織 性 細 胞 ノ増 殖 二 依 ル禰 蔓 性 肥 厚 ノ顯 著

ナ ル貼 、 肺 胞 腔 内 ノ大輩 核 細 胞 ノ増 殖 乃 曾彊 セ

ル黙 等 ガ異 ナ ル ノデ ア,ル。

Nr。3(C5、C6)1、2、3、5、10mg、 全 日藪34日

肉眼 的 二容 積 ハ激 倍 二増 加 シ、 表 面 ハ結 節 状 二

隆起 シ硬 度 ハ輩 固 デ アル.割 面 ニ ハ大 小 種 々 ノ

結 節 ヲ認 メ ル ガ乏 等 ハ互 二融 合 シ不 規 則 ナ形 態

ヲ來 シ、 コ ノ聞 二介 在 スル肺 實 質 パ禰 蔓 性 肺 炎

像 ヲ呈 シテ居 ル。

鏡検 ス ル ニ増 殖 性病 愛 ノ組 織 像 ハ 上 記 諸 例 ト同

様 デ アル ガ、 以 上 ノ外 滲 出性病 攣 ガ極 メ テ著 明

ナ貼 ハ特 筆 ズ ベ キ黙 デ アル。 肺 炎 像 ハ可成 リ禰

蔓性 二現 ハ レ、 各 肺 胞 腔 ハ 多 量 ノ微 細 網厭 ヲ ナ
辱

、

毒 亀 第 三 章

血行性初感染 ノ

以上縷述セル如 ク血行性結核初感染 ト再感染 二

依ツテ惹起セラレタ肺病鍵嚢現ハ時間的経過及

ビ量的間係二於 イテ著明ナ差異 ヲ認メ得ルモノ

デアル。然 シ質的差異ハ明デハナイ.今 此 ノ雨

者ヲ比較検討スルニ先立ヅテ本研究二直接關係

ヲ有スル代表的文獄二就 イテ考察 ヲ試 ミルコト

ニ ス ル
o

結 核 菌 ノ静 脈 内初 感 染 二依 ル肺 病 攣 ノ研 究 業 績

ハ極 メ テ多 敷 二上 ル ガ コ ノ 中 古 ク ハWechs-

berg(1901)ノ 記 載 ガ 最 モ 廣 ク引 用 セ ラ レテ居

セル美麗 ナ繊維素二依 ツテ充タサル、漿液性物

質、 白血球或 ハ大滲出細胞ハ部位二依ツテ量的

差異 ヲ示 スガー般二少量デアル。肺胞毛細凪管

ハ高度 二籏張 シ硝子血栓形成 ヲ認メ、大血管 ノ

内膜ハ肥厚 シ壇殖性内膜炎 ノ組織像 ヲ示 シテ居

ルモノガ多 イ.

(耳静…賑内結核菌反復荘射例小括ノ

健康家兎耳静賑内二結核生菌 ヲ増量的二連績注

射 スル時ハ肺臓二著明ナ結節形成 ヲ認 メルコト

ハ、結核感作家兎 ノ耳艀脈内二結核菌 ヲ1同 再

注射 セル場合 ト同檬デアル。然 シ結節形成ハ回

ヲ重ネル侮二i曾強 スルバカリデナク5同 注射例

二於テハ、更二之二加 フルニ贋範ナ繊維素性肺

炎 ノ登生ヲ認 メタコトハ極 メテ興味アル貼デア

ル。氣道内再感染Ad、 併用例 二於ケル大葉性乾

酪性肺炎(第3編)ノ 組織像ハ白IM球、大滲出細

胞 ノ滲出ガ重 デ繊維素 ノ微量ナルモノトハ稽 ζ

趣 ヲ異 ニスルモノデアルガ、血行性二肺血管 二

菌 ガ移行 シ、該部血管壁ニアレルギー性病鍵ヲ

惹起スル事二依 リ次同二注入サレタ菌 ガ同部位

カラ肺胞内ニモレテ襲現スル事ガコノ肺胞性滲

出性「アヒルギー 炎 ヲ惹起セシメタモノト信 ジ

ラレル。 ソノ菌 ノ移行路ハ血行性デアルガ肺 二

於テハ氣道内注入(前編参照)ノ意義 ト同一義二

解繹サレル攣化 ヲ現 ス原因 ト信 ジラレル.

考 案

ル。同氏 ノ實験報告 ヲ見ルニ静脈内二注射セラ

ツタ結核菌ハ肺血管二沈著 シ6時 間後既二多激

ノ白血球 二依ツテ包園 セラレ、之 レニ接スル血

管内被細胞ハ攣性崩壊睨落 シ暉力繊維モ亦断裂

ヲ示 ス。24時 間後 白血球ハ盒 増々 加 シ、之 レニ

隣接スル肺胞腔 ノ所謂肺胞上皮 ノ脱落ヲ認メ、

此 ノ時銑二類上皮細胞 ノ新生 モ見 ラレルガ、結

核菌 ノ貧食ハ專 ラ肺胞上皮細胞二依ルト張調 シ

テ居ル。更二時間 ノ経過 ト共二白血球ハ漸次滅

少 シ、反之、類上皮細胞ハ其 ノ藪ヲ増加 シ定型

N的 亘態細胞 ノ登現 ヲ認 メル。12日 後病竈中心部
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ハ乾酪愛性二陥 リ、此 ノ周園二類上皮細胞及 ビ

淋巴球 ノ爾層 ヲ認'メ、且附近 ノ肺胞腔ハ悉 ク大

輩核細胞二依 ツテ左填セラレ、又此 ノ間二介在

スル大少 ノ血管ハ圓形細胞 ノ浸潤二依ツテ血管

周園炎 ノ組織像 ヲ呈スルニ至ル ト云 フ。本實験

成績ハ其 ノ後多撒 ノ追試者二依 ツテ略々確承セ
ノ

ラレテ居ルガ、Tδppischハ 同様ナ實験ヲ試 ミ、

特 二結核菌 ノ清長 ヲ考慮シ、 菌 ノ微量ナル ト

キハ感染10～30分 後血管 内被細胞ハ結核菌 ヲ

囁取 シ自身ハ内被細胞性白血球二轄化スルト云

ヒ、菌 ノ多量ナル トキハ 先ヅ白血球 ガ血栓状 ヲ

ナ シテ之 レヲ園続多量出現 シ、血管内被細胞及

ビ外膜細胞ハ所謂大翠核細胞二移行 シ、該細胞

ノ増加 ハ機械的二揮力繊維 ノ断裂清失 ヲ招來 シ

結核結節 ノ形成 ノ前騙 カナスト彊調シテ居ル・

血行性結核感染二依ツテ惹起 セラレル結節 ノ費

生二關スルWechsbergピ 及 丁6PPischノ 見解ハ

可成 リ差異 ノ存スルモノデ、前者ハ初期病愛ハ

血管内被細胞 ノ礎性崩壊 二始マ リ、防禦細胞 ト

シテハ所謂肺胞上皮細胞 ガ主要ナル役割 ヲ演ズ

ルモノナリト圭張 シ、後者'・血管内被細胞 ヲ重

要親 シ而モ増殖性病攣 ヲ以 テ開始スノヒト張調 シ

テ居ル。近年.9chwartz(1935年)ハ 牛型結核菌

ヲ家兎耳静販内二注射 シ此 ノ際肺二惹起セラレ

ル病攣ヲ可成詳細二観察 シ居ル.氏 ノ記載二依

レバ感染24時 間後肺胞毛細血管内 ノ結核菌塊

ヲ園 ンデ白血球ハ多量蝟集 シ、此 レニ接スル周

園肺胞腔ハ大輩核細胞二依ツテ占居セラレ時間

ノ経過 ト共 二該病璽ハ細葉性二旗大 シ、一一週間

後輩核圓形大細胞 ヲ主髄 トスル結節形成 ヲ多数

認 メル。約 質 日後中心 ノ乾酪竈 ヲ園 ンデ類上

皮細胞層 ヲ認 へ 附近 ノ肺胞腔及ビ呼吸小氣管

枝ハ大輩核細胞ニテ充墳 セラレテ居 ル。又本實

験二於イテ更二特異的ナ黙ハ全経過 ヲ通 ジテ血

管系統 ノ病墾 ノ極 メテ顯著二駿現 スル黙 デ殊二

静脈二於イテハ内膜 ノ増殖及 ビ周園 ノ細胞浸潤

ハ極 メテ著明デアル。斯 カル結核罹患家兎ハ5

翅間後何 レモ死 ノ縛聾ヲトル ト構 シテ居ル。

葉(1936年)ハ 家兎耳静豚内 二人型結核生菌 ノ

一定量ヲ接種 セルニ、24時 間後肺間質毛細血

管内菌=塊ヲ園 ンデ白血球ハ花環状 二集合 シ、周

園間質二於 テハ類淋巴球 ン限局性浸潤 ヲ認メ時

間 ノ経過 ト共 二其 ノ撒及大キサハ漸次増加 シ。

1週 間後更 二所謂肺胞内結籠形成 ヲ認メ得 ルト

云 フ。2週 聞ヲ経過スルトキハ結節中心部a乾

酪憂性 ヲ認 メ、3週 間後二亘態細胞出現 シ又淋

巴球層 ノ形成 二依 リ定型的結節構造 ヲ具備ス

ルニ至ルガ、4週 間ヲ経過 スル トキハ類上皮細

胞二退行鍵性 ヲ認 メ・以降結節ハ漸次縮少、廠

痕化、石灰沈著二依 リテ治癒二赴 クト云フ。之

等葉及 ビSchwartzノ 實験ハ共二血行性結核再

感染 ノ封照實験 トシテ企テラレタモノデ、之 レ

ヲ往時 ノ諸研究二比較 シテ見ル ト特二新奇ナル

記載 ヲ指摘 シ得ナイガ、Schwartzノ 牛型菌血

行性結核感染 二於イ}ハ 肺胞性結節形成 ヲ主盟

スルガ、寧 ロ滲出性病攣 ノ傾向が看取 セラレ、

葉 ノ人型菌ニヨル夫 レハ肺胞壁間質性結核結節

ガ著明二現ハレテ居ル、此 ノ人型菌 ト牛型菌ノ

家兎二封 スル毒カ ノ差異ハ結核再感染 二於ケル
　

肺 ノ結核病憂 ノ病型 ヲモ或程度左右 スルモノデ

重要ナ問題 デアル.

次 二余等 ノ成績 ヲ顧ルニ、肺循環中二流入 シタ

結核菌ハ、血流 ノ緩除 トナルニ随 ツテ菌塊 ノ大

ナルモノヨリ順次二沈著スルモノデ、其 ノ部位

ハ毛細血管及 ビ静脈系統二最 モ強 ク、動脈系統

デハ遙 カニ少ナイノハ、機械的作用二其 ノ原因

ヲ求 メ得ルモノト信ズル。菌沈著部位二於テハ

諸先人 ノ成績ニー致 シ第一二白血球一織維素様

物蟹 ノ出現 ヲ認 メル夙 菌 ノ少量ナルニ随ツテ

之等 ノ白血球 ノ性反鷹ハ滅錫 シ、直接血管内被'

細胞 ト作用 シ、該細胞ハ腫大淡染 シ、時ニハ憂

性壌死 ヲ示冠 時間 ノ経過 ト共二白血球ハ減少

シ・血管周園 ノ組織球性細胞働 員セラレ、間

質ハ結節状肥厚ヲ示スガ、所謂成熟 セル類上皮

細胞 ノ形態 ヲトルノハ1週 間後 デアツテ、多ク
ミ

ハ類淋巴球 デ細胞ハ圓形 デ、原形質二乏 シク核

ト共 二嗜盤基性 ガ強 イ。1遡 聞後炎症ハ肺胞間

質 ヨリ更二肺胞腔内二進展 シ軍核大細胞二依 ツ

'
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テ充墳 セラレ時二亘態細胞ヲ混 ジ タ從來肺胞

柱結節 ト看倣 サレタ組織像 ガ目立 ツテ來ル。格

手妖繊維染色二於イテハ未ダ嗜銀 性織維ヲ謹明

シ得ナイガ、各細胞胞臆内 ノ脂肪穎粒ハ微量デ

且有機的連結 ガ豫想サレ、輩純 ナ肺胞内大滲出

細胞 ノ滲出 階 倣 シ難イ。

2-3週 ノ稻 ζ後期 二於イテハ各結節竈 ノ中心

部ハ乾酪化 シ、類上皮細胞及琳巴球 ノ爾暦 ヲ具

備シ亘態細胞ハ往々欠如スルガ、完成 サレタ結

核結節 ト構 シ得ル。然 シ此 ノ時期 二於テハ血管

即チ間質性結節デアルカ、又ハ肺胞性結節 カノ

囁別ハ殆 ンド識珊 シ得ナイ。此 ノ余等 ノ血行性

初結核感染ソ肺病攣ハ大要二於イテ諸先人 ノ研

究成績ニー致 シ何等新奇ナ所見二接 シ≠イ斌

此ノ病攣 ノ推移八再感染 二依ル病攣 ノ基礎 ヲナ

スモノデ正確二把握 シテ置 ク必要ガアル。即チ

初期 ノ白血球ハ菌量 ノ如何二關係 シ、先 ヅ血管

中心性 ノ結節ヲ先躍 トシ次イデ肺胞性結節 トナ

リ次第二獲達 シテ共二典型的 ノ結節へ移行スル

モノデアルガ、輩純感染 二於テハ2週 間以前ニ

ハ定型的結節構造ヲ示サナイ。余等ハ主ニーケ

月以内ノ病攣ヲ観察 シタモ/デ アル ガ此 ノ経過

ヲ通 ジテ病憂ハ主 トシテ慢性二獲展スル結節形

成郎チ増殖性病攣 デアリSchwartzノ 牛型菌デ

認メタ如キ高度 ノ滲出性炎症ハ未グ髪現セズ僅

カニ焦黙周園性炎症ニシテ結節周園二輕度 ノ滲

出現象ヲ認 メ得タニ過ギナイ。此 ノ差異ハ初感

染二於テハ勿論菌 ノ毒カニ關係スルコトガ多イ

ト信 ジラレルガ血行性結核初感染 二於テモ、経

氣道的感染 ト同檬増殖性病攣 二圭罷ヲ置 クモノ

デアル ト考ヘテ差支ナイト思 フ。但 シ感染一ケ

月以上二亙 レバ氣道内初感染 二於イテAllergie

炎症 ト認ムベキ滲出性炎 ノ登生 ヲ認メ得タ ト同

様血行性感染 二於テモ當然個髄ノ感作状態 ト菌

ノ肺胞内遊離 ム依 ツテAllergie炎 ノ出現スル

コトハ豫想サレルガ以上 ノ諸例二於テハ未ダ其

ノ甚 シイモノヲ見ル事ハナカツタざ

更二初感染二於ケル個々ノ反慮細胞二就 イテ観

察 スルニ経氣道感染 ト同様.血行性感染二於 テモ

多核白血球ハ早期反鷹 トシテ先ヅ第一二現ハ レ

ル ノデアルガ、菌量二比例 シ而モ比較的短日間

二清失スル貼 ヲ考ヘル ト第一編デ論 ジタ様 二結

核菌 ノ防禦作用 二於 シテ全然無意味デアル トハ

云 ヒ難イガ然 シ特異的意義 ヲ附與 シ難イモノト

思バレル.次 二問題 トナル ノハ當然血管内被細

胞 ノ態度 デアルガ、之ハAllergie現 象 ノ解明

上極メテ重要デアル.前 記 ノ如 クWeehsberg

ハ結染菌二封スル防禦反懸 トシ内被細胞 ノ積極

的關與 ヲ否定 シ、T6ppischハ 反之、 該細胞 ヲ

重要 シ防禦細胞中最 モ重要 デ類上皮細胞 ノ圭禮

ヲナスモノト論 ジテ居ル.

當態二於ケル血管内被細胞 ノ機能ハ生禮染色 ノ

見地 カラ詳細 二研究セラレテヰルガ(Ri・bbert,

Pari,木 村、清野、村田、 坂本)所 謂網歌織内

被細胞系統二屡スルモノト異ナ リ、動、静賑内

被細胞ハ正常歌態 二於テハ何 レモ色素 ヲ囁取 シ

難 シト云 ヒ、又細菌 二封 シテモ同様ナ態度 ヲ認

メ(草間)、肺臓ハ肺氣腔 ヨリノ清掃装置ハ甚グ

完全デアルガ、反之血路 ヨリノ清掃作用ハ不完

全 デ、多核白血球 ヨリ小ナル物質ハ肺血管 ヲ通

過 スルモノデア～レト云 フe吾 々ハKarmin溶

液 ノ家兎耳静賑内注射二於 テモ殆 ンド同檬ナ成

績 ヲ認メタモノデ、結核菌 二就 イテモ貧盒作用

二依 ツテ該菌 ガ血管腔内二把握 セラレタト云 フ

確實ナ所見ハ不明瞭デ寧 ロ機械的因子ガ圭動的

役割 ヲ演 ジ、白血球 ノ協カニ依 ツテ増強セラル

モノト思バ レル。経氣道感染二於ケル肺胞内大

滲出細胞 ノ喰菌作用 ノ顯著ナモ ノトハ比較ニナ

ラナイ。

次二血行性結核感染ニヨツテ惹起 セラレル肺 ノ

増殖性病攣 二於 イテ所謂肺胞上皮細胞モ亦關與

スルコトハ諸先人 二依ツテ既二認 メラレテ居ル

所 デアル。該細胞 ノ由來及ピ意義二關シテハ第
一編(氣道内結核感染例)二於 テ詳論 シタ所デ眞

ノ上皮細胞デハナク本來組織球性細胞二屡 シ肺

胞内大滲出細胞 ノ圭艦 ヲナスモノデアル.経 氣

道的感染 二於イテハ該細胞 ノ大部分ハ互 ノ連絡

ヲ失 ツテ個々二分離 シ大滲出細胞 ノ形態 ヲ トル
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ガ、静賑内感染デハ各細胞ハ互二有機的二連結

シ類上皮型 ヲトリ且細胞間二格子状繊維ヲ謹明

シ結節 ト看倣 スベキ所見ヲ呈 スルモノガ多イ。

此 ノ事實 ヨリ考ヘル ト、同一種類 ノ細胞ガ或ハ

大滲出細臨 或ハ類上皮細胞 ノ形態 ヲ トルト云

フコ トハ勿論結核菌自膿 ノ性歌 二依ルコトモア

ル ト考ヘラレルガ結核病憂 ガ血管及 ピ肺胞腔 ノ

何 レニ初獲スルカニ依ル コルモ多イト考 ヘラレ

ル、 サレバ防禦細胞 ノ研究 ト併行 シテ血管 内二

注射セラレタ結核菌 ノ蓮命二就 イテ追求 スル必

要ガアル。實験的研究二依 レバ大艦三読 二分類

シ得ルモノデアルガ、TUpp{schハ 肺循環内二

流入セル結核菌ハ 内被細胞 二把罎 セラレル ト

云 ヒ、Huebschmannハ 肺胞内二排出セラvル

ト云 ヒ、澤田ハ肺 ノ淋巴濾胞二沈著 シ、夫々此

虚二病愛ハ初嚢スルモノデ アル ト主張 シテ居

ル。宮田ハ静賑内二注射セラレタ結杉噛 ハ1時

間後既二肺胞毛細血管内二沈著 シ其 ノー部ハ白

血球及大輩核球 二貧食セラレルガ、其 ノ他ハ所

謂肺胞上皮及 ピ氣管枝周園 ノ淋巴腺 二謹明セラ

レ、結節形成ハ圭 トシテ肺胞 ヲ中心 トシテ行バ

レルモノデアル ト強調 シテ居 ルσ余等 ノ例 二於

テ注射初期二於 ケル結核菌 ノ蓮命 ヲ追求 シタ

ノデアルガ、24時 間後肺胞壁 ノ小面管及 ピ毛

細血管 ノ白血球一血栓内s謹 明セラv、1週 間

後血管壁 ノ損傷著明ナ部位 ノ間質内二微量詮明

セラレタガ肺胞及 ビ淋巴腺 二於 テハ全 ク認 メ得

ナカツタ。即チ余等 ノ實験例二於 イテハ結節成

ハ血管 ヲ申心 トセル肺胞間質二最 モ強 ク、肺胞
き

内結節ハ之 レニ附随 シテ邊 レテ登現 スル ノハ菌

ノ移動 トー致 スルモノデアヅテ、Schwartzノ

實験例二於イテハ病攣ハ蹄胞ヲ主禮 トシ而モ滲

出型二傾イテ居ル ノへ 其 ノ使用セル牛型菌ハ

壕 兎二封 シテ感受性張キタメ、甑管 ヲ高度ら侵

襲 シ菌 ハ比較的容易二肺胞内二移行スルっトが

主因 ヲナスモノト豫想セラレル.

血行性再感染

次二血行性結核再感染於ケル肺病攣 ノ問題 ヲ検

討スル。之 レニ關 スル系統的組織學的研究報告

ハ比較的少 ナク、其 ノ成績ハ未 ダー致 ヲ見ザル

雲占ガアノレ。 ・'

Bieling及 ビSchwartz(1935年)ハ 牛型菌感作

家兎 ノ耳静賑内二同結核菌 ノー定量ヲ再接種セ

ルニ肺病攣ハ 急激二嚢現 シ、24時 間後肺容積

ノ増加、充血ハ極 メテ著明デ肺浸潤ハ瀟蔓性 デ

大葉性肺炎縁 ラ呈 シ鏡検 スルニ肺血管ハ高度二

籏張 シ白血球浸潤ハ之 レヲ中心 トシ且Allergie

性壌死竈 ヲ認 メル。此 ノ周園 二於 ケル各肺胞ハ

大滲出細胞 ヲ始 メ白血球又ハ白血球 ヲ含メル漿

液性物質二依 ツテ充墳 セラレ氣管枝二於テモ加

答見性炎症像 ヲ認メル・加之血管病攣ハ難二著

明デ充血、血栓形成、及 ビ周園性細胞浸潤ガ高

度 デアル。 此 ノ滲出性病攣 ハ2週 間後最高潮

二達 シ、3週 以降肺胞内滲出細胞ハ壊死二陪リ

漸次吸牧セラレテ清失 シ肺胞壁細胞ハ再生治癒

スル ト云 フ。葉(1936>人 型結核菌 ヲ使用 シテ同

檬ナ實験 ヲ試 ミタe其 ノ病璽!、Schwartzノ 成

績 トハ可成 リ差異 ヲ認 メルモノデ、EPチ24時 間
ミ ゆ

後肺胞間質ハ類淋巴球 ノ限局性浸潤二依ツテ肥

厚 シ同時二肺胞内類上皮細胞 ノ増殖 ヲ認メ'タガ
な ジ

以降病憂ハ急遽二進展 シ1遍 間後乾酪墾性、類

上皮細胞及 ピ琳巴球層ヲ具備セル定型結節形成

ヲ認メタ.此 ノ際肺胞内滲出現象ハ2週 間後輕

度二嚢現 シタガ、病愛ハ3週 間前後二於イテ最
ヘ サ

高潮二達 シ此 レヲ頂黙 トシテ該結節ハ漸次退行

攣性象ヲ示 シ、約4ケ 月後肺胞壁 ノ肥厚ヲ残 シ

テ治癒二傾 クト構 シテ居ル。斯 クノ如 ク血行性

結核感染二於 ケル肺病攣所見ハSchwartzノ 、滲

出性肺炎ヲ主禮 トシ葉ハ増殖性病攣郎チ結核形

成 ヲ認 メタル黙二於イテ相違 スルガ、何 レモ病

攣ハ封照二比 シテ急激二現ハレ且治癒傾向 ノ看

取セラレル黙二於イテー致スルモノデァル。此

ノ差異 ハ家兎二封 スル牛型、人型菌 ノ毒力 ノ差

異 二基 ヅクモノデ牛型菌 ガ容易二肺胞血管壁 ヲ

通過スル爲 ト信ゼラレル、番飛ソテ余等 ノ實験成

績 ヲ見 ルニ、初期ニバ注射セラレタ結核菌♪・肺

血管内二多数詮明セラレ、 コレヲ園ム白血球及

ピ織維素 ノ出現 ハ封照 ヨリi遙カニ著明デ血栓形
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成迄 獲 展 ス ル ガ血 管 壁 自燈 ノFibrin・id鍵 性 ハ

謹 明 シ得 ナ イ、 白血 球 ハ 速 カ ニ憂 性 崩 解 シ、 之
輪

レニ代ツテ類上皮細胞 ノ形成ハ著 シク促進セラ

レ、肺胞間質及 ビ肺胞腔 ヲ中心 トシテ結節ハ既

二1週 間後完成セラレル。該結節ハ又封照 ヨリ

遙カニ多量 デアル。結節 ノ構造 ヲ見ルニ、類上皮

細胞時二亘態細胞ヲ混 ジ、淋巴球層ハ其 ノ周園

二認メラレルガ乾酪攣性ハ後期二登現スル.又

焦黙周園性滲出現象及 ビ血管ヲ中心 トセル細胞

浸潤モ亦封照 ヨリ著明デアルガ、Schwartzノ

例 トハ比較ニナラナイ程滲出性炎ハ弱イ.吾 々

ノ観察ハ1ケ 月間二亙ル比較的短期間デ、後期

ご於ケル病攣ハ論 ジ得 ナイモノデアルガ、少ナ

クトモ初期病攣ハ葉 ノ夫 レニー致 スルモノデア

ル.Schwartzノ 實験成績 トノ差異ノ・績核再感

染二於テ始 メテ饗現 シタモノデハナク、此傾向

ハ既二初感染二於 テ認 メタ所 デ、結核菌 自禮 ノ

樹 伏特二血管侵襲力 ノ強弱二聾 スベキデ牛型菌

血行性感染試験ハム シ・氣管性感染試験二近 イ

モノデアル.從 ツテ静賑感染ハ本來ハ結節形成

ノ早期多量嚢現 ヲ圭髄 トスル事ハ間違ナイ。

此、ノ血行性結核再感染 二於 ケル結節 ノ早期多量

嚢現ノ登生機轄ハKochガ 海猿皮膚二於 イテ試

ミタ基礎實験(Koch氏 現 象歩二依 ヅテ解明セラ

ルベキモノデアル.本 現象 ノ冤疫學的意義ハ今

日爾異論 ノ存 スル所デアルガ、其 ノ組織學的攣

化ハ個髄 ノ免疫程度、再感染 ノ部位的關係及 ビ

感染方法、菌自髄 ノ毒力、量的閣係二依 リ、増殖

型及滲出型ハ或程度 ノ移動 ヲ示 シー概二論 ズル

ワケニハユカナィコトハ第二編デ論 ジタ所 デァ

ル。血行性再感染 二於ケル肺病攣 ガ何 レノ病型

ヲ主髄 トスルカバ他二色々ナ原閃ガ考ヘラレル

ガ、血行性二肺臓 二達 シタ結核菌 ズ血管ヲ通過

シテ肺胞二蓬スルヤ否 二依 ヅテ規定サゾルコト

ガ多イモノデ、肺胞内二多量 二環 ルレバ氣道内
舞

感 染 ト同 一 義 デ滲 出 性病 憂 ヲ圭髄 トス ル.

余 等 ノ例 二於 イ テ ハ菌 ハ血 管 及 肺 胞 間 質 組 織球

性 細 胞 二依 リ大部 分 ハ把 握 セ ラ レ純 血 行 性條 件

ヲ トツ タ モ ノデ、Schwartzノ 成 績 トノ間 ニー 定

ノ差異 ヲ生 ズル コ トハ當 然 デ ア リ、 本 來 ノ血 行

性感 染 ハ結 節 形成 デ ナ ヶ レバ ナ ラヌ ト考 ヘ ラ レ
/

ノレo

問題 ハ余 等 實 験 成 績 二現 ハ レ タ感 作 例 二於 ケ ル

結 節 ノ早 期 大量 出現 ハ如 何 二解 繹 ス ベ キ モ ノデ

ア ル カ ト云 フ黙 ニ アル。

第1二 考 ヘ ラ レル コ トハ感 作 家 兎 ノ肺 血 管 内 二

多量 ノ菌 ノ杷 握 乃 至 栓 塞 状 沈 著 ヲ認 メ コ トデ

アル.此 ノ事 實 ハ余 等 ノ例 杯 リデ ナ ク諸先 人 多

撒 ノ立 謹 シ タ所 デ議 論 ノ余 地 ハ ナ イ。結 核 感 作

動 物 ノ肺 血.管内被 細 胞 ハ抗 艘 ヲ保 有 スル コ トニ

ヨ ソ健 康 動 物 ノ夫 レ ト異 リ結核 菌 二接 鰯 スノレヤ

否 ヤ能 動 的 二之 レヲ把 握 ス ル モ ノ デAllergieの

性 反 鷹 二職 由 ス ル モ ノ ト解 セ ラ レ,,Allergie
き

現象 ノ生物學的意義ハ抗元 ヲ局在作 セシメ之 レ

ヲ塵理セントスル防禦作用 ノ現ハ レデ、感作個

艦 ノ血管内被細胞系ガ活性化セラレ、血中ノ抗

元性物質ハ速カニ多量結合サレ其 ノ局所二貯留

サレ血液内カラ速 カニ溝 失 ス ル コ トハ 既 二

Nieberle氏 等二依 ヅテ彊調セラルテ居ル.

第2二 考フベキ黙ハ斯 クシテ多量二把握 セラレ

タ結核菌 ト防禦細胞要素 トノ關係 デアル。即チ

結節形成ハ菌 自燈 二封 スル直接的反慮ナルカ、

抗元抗禮反慮 ノ結果菌膿 ガ破壌 セラレテ催結節

形成性物質ガ多量遊離 セラレルタメデアルカ、

免疫個艦 ノ組織細胞 ノ機能充進二依ルカノ根本

問題 ヲ解決 シナケレバナラナイ6此 レガ解定的

批到ハ更 二多クノ基礎實瞼 ノ結果二待 タナケレ

バナラナイガ、輩二菌 ノ量的關係 ヨワ読明 シ得

ナイト考ヘラレルモノテ、Richバ ー定藪 ノ結

核菌二封 シテモ結核感作動物ハ正常ノ個龍二比

シテ速カニ多藪 ノ結節ヲ形成スル事實ヲ謹明

シ、正常動物 二大量 ノ結核菌 ヲ感染 セシメル ト、

初期 二白血球ハ多量 デ膿瘍形成二近 久 類上皮

細胞 ノ獲現ハ邊延 シ随 ツテ結節形成 ノオクレル

事實ハ吾人 ノ屡々経験 ス指所 デ、結節 ノ早期多

量獲現 ノ縮 テヲ菌量二依ツテ説明スルワケニハ

ユカナイ.然 シ結核二特異的結節形成ハ組織ガ

結核菌 ノ存在二封 シテ行 フ組織自髄㌧反癒 ノ現
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ハ レデ結核菌以外 ノ細菌感染 ノAllergie性 反

鷹 デハ結核結節ヲ形戒スルコトハナイノデアツ

テ、結節 ノ早期多量獲現 ノタメニハ結核菌固有

ノ性質ヲ考ヘナケレバナラナイ。結節 ノ形態學

的構造 ヨリ見 レバ初感染及 ビ再感染共二質的差
ゆ

異 ハ認 メ難 ク爾 者 共 通 ノ要 素 二依 ヅテ惹 起 セ ラ ・.

レル モ ノデ アル ヵ ラ、 結 節 自髄 ハ菌 ノ特 異 性 二

基 クモ ノデ ァル.菌 禮 ノ主 要 成 分 パ、 蛋 白髄 、

脂 肪 艦 及 ビ多 糖 類 ノ三 春 二大 睡 分 離 セ ラ レ、 蛋

白艦 ハ過 敏 症 二、 脂 肪 瞳 ハ結 節 形 成 二關 與 ス ル

モ ノ ト掲 立 的 二考 ヘ ル人 ガ アル、 此 ノ見解 二依

レバ 冤疫 個 盟 二 於 イ テ結 核 菌 ハAllergie反 磨

二依 ツ テ分 解 サ レ、 從 ツテ結 節 形 成 ヲ誘 フ脂 肪

燈 ノ遊 離 ハ遽 カナ ル タ メデ アル ト云 フ コ トモー

理 アル ガ、 類 上皮 細 胞 ヲ形 成 ス ル原 基 細 胞 ノ機

能 充 進 ト云 フ コ トモ考 慮 二 入 レナ ケ レバ ナ ラナ

イ ノデ、 此 ノ問題 ハ ア ラユ ル角 度 カ ラ検 討 シナ タ

ケ レバ ナ ラ ナ イ。

我 々ハ 此 ノ解 明 ノー一助 ↓ シテ血清Allergieノ

静 脈 内抗 元 再彪 置 二 際 シテ乾 燥 粉 宋 血清 ヲ使 用

シ テ見 タ ノデ アル。 其 ノ詳 シイ記 載 ハ後 編 二譲

ル トシ テ モ大要 ヲ述 ベ レバ、 元 來 溶 液 性 ノ抗 原

タル普 通 血清 ノ血行 性 再塵 置 二 依 ツ テ ハ 肺 二

AUergle性 病 愛 ハ 著 明 ニ ハ登 生 セ ズ 結 核 菌 ノ

揚 合 ハ上 記 ノ如 ク早期 二多量 ノ結 節形 成 ヲ認 メ

ル 。 コ ノ菌 再 庭 置 二依 ル憂 化 ハAllergid學 設

上 如 何 二解 繹 サル ベ キ モ ノデ ア ル カ ト云 フ所 二

問題 ガ アル.我 々 ・血 清 ガ膠 質 デ ア リ菌 ガ固形

性 デ ア ル差異 二注 目 シテ低 温 乾 燥 血 清 ヲ微 細 粉

末 化 セ シ メコ レヲ血清感 作 家 兎 静 脈 内 二生 理 的

食 鯉 水浮 遊 液 トシテ注 射 シ タ所 ガ肺 血 管 二栓 塞

シ之 レヲ中 心 ト シテー種 ノ結 節 ヲ早期 二多 量 謹

'明 シタ
。 然 シ鰯 感作 例 ニハ之 レヲ認 メ難 イ ノ デ

アル、 此 ノ結 節 ハ組 織 學 的 ニハ 勿論 結 核 結 節 ト

異 ル ガ其 ノ早期 多量 獲 現 スル ト云 フ コ トハ其 虜

二 直接R6ssle等 ノ圭張 ス ルA}1ergie性 炎 症

ノ獲 現 ヲ詮 明 シ得 ナ ク テ モ抗 元 ヲ局在 化 シテ之

レヲ虜 理 シヤ ウ ト云 フAllergie反 懸 ノ防 禦 作

用 ノ現 レ ト認 ムベ キ デ其 ノ本 質 ハAllergie反

懸 デ アル ト云 フ コ トが出來 ル。 雨結 節 ノ組 織學

的 差 異 ハ 勿論 菌 ト血清 ノ化 學 的 差異 二基 ク トシ

テ モ其 ノ登 現 關 係 ニハ 抗 元 ノ形 態(固 形 性 ナ リ

ヤ否 ヤ〉 ノ問題 ガ車 要 デ ア アル ト考 ヘ ル。 徒 ッ

テ此 ノ感 作 動物 二於 ケ ル結 核 結 節 ノ早期 多 量畿

現 ハAl!ergie反 慮 ノー ヅ ノ特異 的表 現 デ アル

ト云 ヲ事 ガ出 來 醜 此 ノ 事 實 ハR6Ble等 ノ

Allergie炎 ノ基 本 形式 ノ裡 ニ ハ未 ダ語 ラ レテハ

居 ナ4ガ 細 菌 乃 至 固 形 抗 元 ノAllergie二 於 テ

ハ ム シロ斯 カ ル形 式 二 依 ルAllergie反 慮 ノ現

ハ レガ重 要 ナ ル意 義 ヲ有 ス ル モ ノデハ ナ カ ラウ

カ。

又吾 々 ノ教 室 ノ小 野寺 ノナ シタ如 クB.CG.静

賑 内 再注 射 ノ場 合 ニハ 肺 夙B・C・G・ ニ ヨル結 核

結 節 ハ 著 明 二 早期 多量 二饗 現 スル如 キ、 又高 後

ガ ナ セ ル が如 ク感 作 元 性 ノ弱 イ殆 ン ド皮 膚 ノ

Tuberkulin反 鷹 ノ陰 性二 近 イ弱毒 結 核 菌 二依

ル血 行 性Allergie實 験 二 際 シテ モ著 明 ナ結 節

ノ早 期 多量 登 現 スル 事實 、 又人 型 菌 ノ余等 ノ例

二於 テ モ皮膚 反 慮 ノ必 ズ シモ強 陽 性 デ ナ ク テモ
、

肺結 節 ノ著 明 二早 期 多 量 二獲 現7～ル事 實等 ハ此

ノ結 節 ノ早 期 多量 糞 現、ト云 フAllergie性 表現

ガ甚 ダ鏡 敏 デ ア ル コ トヲ立 謹 ス ル モ ノデ アル ト

云 ハ ザ ル ヲ得 ナ イぎ 從 ツ テ 此 ノ 現 象 ハ 寧 ロ

AUergie反 慮 ノ特 定 ノ前騙 症 状 トモ看 倣 ス事 ガ

出 來 ル モ ノデ注 目 スベ キ現 象 ト云 ハ ザ ル ヲ得 ナ、

イ。

以上ハ耳静豚内結核感染例ヲ基準 トシテ論 ジタ

ノデ アル が他部位即チ門賑、股動賑内感染二

於イテモ全 ク軟 ヲーニスルモノデ其 ノ組織學的

所見ハ改メテ論 ズル必要シ認メナイガ、唯耳静

脈内感染 二比 シテ肺二於ケル結節数ハ少 ナク、

殊 二門賑内感染 デハ肝臓 ノ毛細血管内被細胞二

把握 セラレ此虎 二高度 ノ結節形成ヲ螢 ミ肺二於

クル結節藪ハ痢照 トノ間 ノ差異ハ著明 トハ云ヒ

難イ。此 ノ事實ハAllergieガ 容易二菌髄ヲ局

所 二把握 シテ肺二蓬セシメナイ ト云 フ理由二基

ク所モ多イ ト思バ レル。

次二Adrenalin併 用例 ノ成績 デアルガ、第三
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編 昌於 勇 記載 セ ル 如 ク 氣 道 内結 核 再 感 染 例 デ

ハ滲 出性 病 憂 ハ極 メ テ高 度 二誘 嚢 セ ラ レル ニ反

シ静 賑 内感 染 二於 イ テハー 時肺 胞 内滲 出 現 象 ハ

壇 張 セ ラ レル ガ速 カニ吸 牧 サ レ結 節 形 成 ガ圭 要

病璽 トナ ツ テ現 バ レル モ ノ デ、 血 行 性 感 染 二於

ケル肺 病 攣 ハAdrenalinノ 影響 ハ弱 イ、 此 ノ

事實 ハ 菌 ノ毒 カ ガ弱 イ時 ハ血 管 壁 ニー 定 ノ影 響

ヲ與 ヘ テ モSchwarヒzノ 場 合 ノ如 〃容 易 二菌

ガ肺 胞 内 二遊 出 シ難 イ事 ヲ示 ス モ ノデ ア ル.然

シ静 賑 内結 核 菌 反 復 注 射 二依 ツテハ 塘殖 性病 鍵

二混 ジテ織 維 素 性肺 炎 二類 スル病 鍵 ヲ惹 起 セ シ

メ得 タガ、 此 レハ結 核 菌 ガ連績 的 二肺 血 管 ヲ侵

襲 スル コ5二 依 ツ テ血 管 ハ高 度 二透 過 性 ヲirEi1'シ

結 核菌 ハ 多量 肺 胞 内 二移 行 シ、 氣道 内再 感 染 ト

同檬 ナ結 果 ヲ現 出 スル モ ノ ト思 惟 セ ラ レ、 之 ハ

牛 型菌 ヲ以 テ シタSchwartzノ 所 見 トー 致 ス ル

モ ノデ其 ノ意 義 ヲ等 シク スル モ ノ デ アル。 然 シ

此 ノ際 織 維 素 ガ多 量 肺 胞 内 二出 現 ス ル ト云 フ貼

ハ興 味 ノ深 イ織 デ之 レハ教 室 ノ野 村 、 珠 玖 等 ノ

爲 シタ如 ク肺 胞 性 ノAllergieノ 増 彊 ト看 倣 ス

ベ キモ ノデ ア ラウ.

最 後 二余 等 ノ實 瞼 ヨ リ得 タ人 髄 ノ肺 結 核 症 トヲ

比較 検 討 スベ キ デ ア、ル ダ 之 二關 スル検 討 ハ實

験 的 研 究 ノ完成 後 二深 ク論 ズル事 ニ シ此 塵 二簡

輩 二述 ベ ル。 第 一 二考 ヘ ラ レル ノハ血 行 性 急 性

粟粒結核 デアル.本 症ハ多 クハ結核菌 ガ肺 ノ原

嚢竈 ヨリ静賑角淋巴腺二轄位 シ此 レガ胸管 ヨリ

静脈内二破 プレ血行 ヲ介 シテ肺 二傳播 シタ場合

二起 リ、爾肺臓共二多撒 ノ散在性粟粒結節 ヲ造

クル黙ハ衆知 ノ事實デアル.組 織學的二結節ハ

血管 ヲ中心 トセル肺胞間質、小血管壁又ハ呼吸

小氣管枝及 ビ肺胞二見ラレル.此 ノ組織像ハ實

験的血行姓結核再感染ニヨル肺病礎 トー致 シ、

,且 此 ノ粟粒結核ハ臨躰的二急激二螢生 シ、又結

核初感染 ヨリー定期間後即チ生髄ノ結核感作 ノ

充分 ナル時ニー致 スモノデ此 ノ凝生二Allergie

ノ關與スル事ハ容易二了解サ レル所 デアル。從

ツテ人艦 ノ急性粟粒結核 ノ襲生ハ軍 二大量 ノ結
み

核 菌 ガ血 流 中 二侵 入 スル ト云 フ コ ト ノ ミ ナ ラ

ズ、 之 二加 ベ テ個 艦 ガ結核Allergie状 態 ニ ア

ル ト云 フ事 ガ決 定 的 要 約 ヲ ナ ス モ ノ ト信 ゼ ラ レ

ル。 而 モ其 ノ結 節 ノ早 期 多量 登 現 ト云 フ機 縛 ハ

菌 ノ大 量 ナ ル場 合 ハ不 幸 ニ シ テ其 ノ環 象 ガ生 禮

二重 篤 ナ影 響 ヲ與 ヘ ル ニ シロ生 髄 ガ寧 ロ微量 菌

再盧 置像 ガ示 ス ガ如 ク結 核 菌 ノ全 身 的蔓 延 ヨ リ

防禦 セ ン トスルAllergie反 鷹 ノ特異 ナル表 現

デ アル ト理 解 スベ キ デ ア ラ ウ.此 ノ問題 二就 イ

テハ更 二後 篇 二於 テ再 説 スル豫 定 デ アル.

(本研究 二要 セル費用 ハ 文部省科學研 究費 ノ援助 二

俵 ルモ ノ論 シテ並 二謹 ミテ謝意 ヲ表ス)
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